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The way for the school refusal students:based on the case study of the cooperation 
with the school counselor and adaptation guidance classes 









―  240  ―
開　田　有　希　スクールカウンセラーと適応指導教室が連携した事例からみた不登校支援のあり方
１．問題と目的
『平成 27 年度文部科学白書』よると、平成 26 年度の全国の小・中学校の不登校児童生
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A子。来談期間は、X年 4 月～ X年 +1 年 3 月である。初回来談時 14 歳（中学 3年生）。
中学 3年生になり、私立中学校から転校してきた。小学校 6年生の 12 月から学校に行き
たくなかった。理由は、男子からのからかいやいじめ。学区の中学校には進学したくなく、
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私立女子中学校を受験し合格。入学して数日通ったが、	小学校の頃のことを思い出し、そ







生の 4月から転校する。家族は、40 代の両親と本人の 3人家族。A子は普段からあまり
外出せず、家で過ごすことが多いが、母親との共通の趣味であるプロ野球を観戦するとき
は外出する。




＃ 1～＃ 4（X年 4月～X年 6月）
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＃ 5～＃ 8（X年 6月～X年 10 月）
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火曜の 1、2、3 時間目と木曜の 2、3 時間目に行っている。火曜には進路の授業があるか
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